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1．はじめに

　本校は昭和 19 年，岐阜県高山航空学校とし
て創立。約 2年間の飛行機に関わる学校であっ
た。ちなみに，当時研究開発されていた飛行機
は，幻の木製戦闘機「キ 106」である。
　終戦を迎え，昭和 20 年 11 月に岐阜県高山工
業学校に改称。昭和 23 年 4 月に岐阜県高山工
業高等学校に昇格。昭和 32 年 4 月には岐阜県
斐太実業高等学校に改称して創立。そして昭和
48 年 4 月に農工分離し，現在の名称である岐
阜県立高山工業高等学校として創立された。

様々な沿革を経て，今年度（平成 26 年度）創
立70年を迎え，11月1日に記念式典を開催した。
創立 70 周年記念では「未来につなごう，飛騨
の匠の技と心！」をスローガンに，様々な記念
事業が行われた。
　今回は，本校の特色ある取組として，手づく
り遊具を東日本大震災の被災地に寄贈する取組
について紹介する。

2．経緯と目的

　平成26年度に創立70周年を迎えることから，
3年前，同窓会に創立 70 周年記念実行委員会
が組織された。その記念事業の一環として計画
されたのが「地域貢献に関する取組」である。
　４年前の 3月，東日本大震災が発生した。当
時，生徒会を中心に募金による支援活動を実施
した。他に何かできることがないかと思案して
いた。そうしたとき，現地へ出向き支援活動を
行った NPO法人の方から，保育園建設の情報
が入った。そこで，「ものづくりによる支援」
が提案され，建築インテリア科の課題研究の授
業，放課後活動している建築インテリア技術部
（生産系部活動）とで室内で使える遊具を製作
して贈ることを決めた。この事業は 70 周年記
念事業の一環として，平成 24 年度を皮切りに
3年間実施することが決定した。
　事業の目的は，①本校が持つ教育力を地域等
に還元する。貢献活動を通して，人間性豊かな
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　ここ数年の国による教育に関する様々な見直
しには，大きな改革のうねりが見えてきた感が
ある。その第一波として，今期の学習指導要領
改訂は，グローバル社会に対応した「生きる力」
と「知識基盤社会」をベースにした教育を示した。
　わが国政府は，今日の社会の変革期に強いリ
ーダーシップで国政を担っているが，その基礎
的な部分が教育であろう。そのことから教育改
革は喫緊の課題である。
　ところで，「富岡日記」を綴った和田英をご
存じだろうか。安政 4年に信州松代藩士の娘と
して生まれ，明治 6年 15 歳で官営富岡製糸場
の伝習工女となり，後に日本初の民営器械製糸
場などの技術教師，製糸教授となった人物であ
る。社会の大変革期に遭遇し，明治の新たな時
代を力強く生き抜いた一人の女性である。
　「富岡日記」には，初めて富岡製糸場を目の
当たりにしての驚きを次のように綴っている。
「富岡御製糸場の御門前に参りました時は，実
に夢かと思いますほど驚きました。生まれまし
て煉瓦造りの建物など希に錦絵位で見るばか
り，それを目前に見ますることでありますから
無理もなきことと存じます。」また，伝習工女
としての強い使命感として，「何を申しまして
も国元へ製糸工場が建ちますことになって居り
ますから，その目的なしに居る人々とは違いま
す。」と強い決意が伺える。操場（繭の糸取り場）
での他地域の工女との関係は「一行の人々も皆
負けることは嫌でありますから，……何業でも
同じことでありますが，負けぬ気が第一かと存
じます。」として競い合い，作業場の改善の提
案などリーダーとしての力量がほとばしる。ま
た，「あなたでもお国へお帰りになれば先生だ。」

と言われたことに恥じて作業の上達に発憤する。
　以上は「富岡日記」からの一部引用である。
自ら新しき事に目覚め，単なる情熱だけではな
く目標・目的に対する強い使命感を持ち，挑戦
し，自己の資質・能力の向上に励む姿が浮かん
でくるようだ。　
　日記には，お雇い外国人技師のポール・ブリ
ュナの家族や皇太后陛下皇后陛下御行啓の様子，
蒸気元釜のトラブルなどを女性の立場から詳し
く記述している。明治初頭の女性を紹介した資
料は少ないが，国のために志願して工女となり，
気高く，高邁に振る舞う当時の女性像を知るた
めには参考となる。
　日記に尾高様とあるが，富岡製糸場の初代工
場長の尾高惇忠のことである。尾高は渋沢栄一
の従兄弟で論語を教えた人物である。また，富
岡製糸場のシンボルであるレンガ造りの倉庫は，
深谷市（現在）のレンガ職人を呼び寄せて建築
したものである。また，当時の東京駅舎のレン
ガは深谷の日本煉瓦製造会社から輸送されてい
る。その日本煉瓦製造会社は渋沢栄一が設立し
ている。このように歴史は，地域に様々に関わ
り産業の発展へと導くのである。
　和田英の若き時代は，江戸幕府から明治政府
に移った時期である。今日までの社会の変化を
私なりに概観すると，明治・大正のキャッチア
ップ時代，昭和の工業化時代，そして今日は情
報化時代に移った変革期である。経済 60 年周
期を唱えた学者がいるが，明治から数えて３周
期目に当たるのも偶然ではない気がする。
　和田英の時代と同様に今日の変革期にこそ若
者は先達から学び，明治初期のエネルギッシュ
な前向きな志が強く求められる。決して古き時
代の話と片付けるべきではない。
　この日記は，当時の富岡製糸場内を工女の立
場から見た第一級の資料といえよう。

（筑摩書房，191 頁，680 円）　　（田中正一）
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職業人の育成を図るとともに，ものづくりを通
して将来のスペシャリストの育成を目指し，将
来の地域産業を担う人材を育成する。また，活
動を通して，地域等の方々に工業高校の情報を
発信し，本校の教育内容の理解につなげる。②
被災地の人との出会い，学校に戻ってからの全
校生徒の前での報告会を通して，コミュニケー
ション能力や言語能力を育む。③生徒が被災地
を訪れ，被災の現状を目にすることで，震災そ
のものを体感することである。

3．実施内容

⑴　第 1期　（平成 24 年度）
＜期日＞　H 25 . 2 . 16 ～ 18
＜訪問先／所在地＞
○北上子育支援センター／宮城県石巻市
＜贈呈物＞北上町
　すべり台，ジャングルジム
＜訪問者＞
　生徒 4名　引率 2名
⑵　第 2期（平成 25 年度）
＜期日＞　H 26 . 2 . 17 ～ 18
＜訪問先／所在地＞
①女川町立第一保育所／宮城県牡鹿郡女川町　
②女川町立第四保育所／宮城県牡鹿郡女川町
③石巻ひがし保育所／宮城県石巻市
④北上子育支援センター／宮城県石巻市
＜贈呈物＞
　すべり台，ジャングルジム，積み木

　ビー玉転がし
＜訪問者＞
　生徒 4名　引率 3名
⑶　第 3期　（平成 26 年度）
＜期日＞　H 27 . 2 . 15 ～ 17
＜訪問先／所在地＞
①名足保育園／宮城県本吉郡南三陸町
②伊里前保育所／宮城県本吉郡南三陸町
③ルームボイス／宮城県本吉郡南三陸町
④志津川保育所／宮城県本吉郡南三陸町
⑤石巻ひがし保育所／宮城県石巻市
＜贈呈物＞
　すべり台，ジャングルジム
　パズル遊具，ボックス遊具，知育玩具
＜訪問者＞
　生徒 6名　引率 2名

北上子育支援センターにて 志津川保育所にて

女川町立第四保育所にて
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4．製作物

①　すべり台 ⑤　ボックス遊具Ⅱ

⑥　ボックス遊具Ⅲ②　すべり台

⑦　ビー玉転がし③　ジャングルジム

⑧　パズル遊具，知育玩具④　ボックス遊具Ⅰ
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5．生徒の感想

　　～ 25 年度に訪問した生徒の感想より～
　今回，東北の被災地へ僕たち 4人が行かせて
いただきました。
　石巻市に着き，あの大震災から 2年経った被
災地を見ました。いまだに壊れたままの建物，
家が流された後の更地，また道路の壊滅状態は
すさまじく，至る所で復興工事が行われていま
した。テレビでは見ていましたが，実際に被災
地を自分の目で見てすごく驚きました。大津波
を想像するだけで恐ろしくなると同時に，復興
にはまだまだ時間がかかると感じました。
　2日目，北上子育支援センターに行き，園児
と一緒に遊具の組み立てを行いました。出来上
がった遊具でみんなが嬉しそうな笑顔で夢中に
なって遊んでくれ，寄贈して良かったと思いま
した。
　午後，去年の先輩が遊具を寄贈した大谷幼稚
園へ行きました。園児は津波の被害を受け，今
でも小学校を間借りしている状態でした。69
名の園児がいましたが，遊具は昨年度贈ったス
ベリ台が１台しかありませんでした。その１台
のスベリ台でみんなが楽しそうに遊んでいる姿
を目にしましたが，僕はなぜかかわいそうに感
じました。園児と 30 分程でしたが楽しく遊び
ました。最後に園の先生方から訪問や交流に対
する感謝の言葉をいただき，本当に来て良かっ
たと思いました。
　被災地の状況を実際に自分の目で確かめられ

たことにより，被災された人たちの辛い思いを
少しでも感じることができ，本当に良い体験に
なりました。僕にとってすごく貴重な 3日間に
なりました。有難うございました。来年も後輩
には今年のように，遊具を製作して寄贈してほ
しいと思います。

6．おわりに

　被災地は少しずつ復旧していたが，東北の復
興にはまだまだ時間がかかると思われる。実際
に私たちが目で見たことを伝えて，震災を風化
させないよう，行動することの大切さを痛感し
た。今年度は記念事業最後の年になる。私たち
の行動は微力ではあるが，遊具の寄贈を通して，
被災で辛い思いをした多くの子どもたちが少し
でも笑顔に溢れ，楽しく遊んでくれたら，嬉し
く思う。
　今回の取組は，魅力ある学校づくりに貢献し
た教育活動と捉えている。また平成 25 年度か
らは，高校改革リーディングプロジェクト推進
事業と称し，県教委より 3年間の指定を受け，
①リーダーの育成，②キャリア教育の推進，③
コミュニケーション能力の育成を目標に研究し
ている。岐阜県北部の唯一の工業高校として，
特色ある教育活動を展開し，魅力ある学校・学
科づくりに努め，①将来のスペシャリスト，②
将来の地域産業を担う人材，③人間性豊かな職
業人の育成を図ることを目指し，これからも産
業教育の充実・発展に務めたい。
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